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「保護者対応」

北海道教育大学釧路校
戸田竜也

2021年度第１回特別支援教育FSP検討協議会
ワーキンググループ会議 2021.8.5
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自 己 紹 介

◼ 別海町出身。

◼ 2007年から北海道教育大学釧路校
に勤務。

• 公認心理師。
• スクールカウンセラー(7校)、

就学にかかわる審査委員等。
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「多様」な家族・保護者

◼保護者

学校へのニーズ

子どもの育ちへの願い

自身の生活や健康状態

◼家族

「かたち」(構成員)

関係性

地域や親類とのつながり

この多様な在り様は

マニュアル的な対応は不可。
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個々のニーズ、状態に合わせ
て、対応・支援を構築してい
く必要性がある。

…「尋ねる」

参考資料1

保護者の願い、悩み

◼保護者は、本当はどんな生活をしたい、どんな子育てをしたいと願っ
ているのか。

◼一方、その願いと実際の生活とはどのように食い違っているのか。

◼保護者の言動にも、かならずその保護者なりの理由・必然性がある。

例えば、教師との「かかわりを避けようとする」ように見える保護

者の背景には…

・生活(時間)の余裕のなさ

・他者とのコミュニケーションが苦手

・何かの後ろめたさ… etc
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教師と保護者は「見ているもの」が異なる

◼子どもは、場面・状況・人によって見せる姿を変える。

◼見ているものとは

教師は、授業等の日中の活動時間、他児との集団の中

保護者は、朝・夕の生活時間、個あるいはきょうだいの少数

◼文脈の違い

学 校 全体に呼びかける教師の文脈に子どもが合わせる

家 庭 個々のかかわりから子どもの文脈に保護者が合わせる
5
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保護者に伝える? 伝えない?

◼子どもにかかわる情報について保護者に伝えること。

「伝えたいなあ…」と考え時、(たまに)ふと立ち止まって

・何のために伝えるのか【目的】

・伝えた結果何が生じるのか【目的と結果の一致/ズレ】

・伝えるタイミングはいつか【時期】

◼保護者の生活状況や思いへの想像・洞察が必要。

⇒あえて「いまは」伝えない、という選択肢もある。

◼「家庭に原因があるのではないか」、「保護者にもう少し頑
張って欲しい」というバイアスの自覚化。

◼「もしかしたら子育てで苦労しているかもしれない…」想像力。
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就学・在籍の変更にあたって

◼保護者が「通常学級」「特別支援学級」の選択にあたって、ど
んな思いでそれを判断するのか?

・これまで一緒だった友達と離れさせたくない…

・特学へ行ったら「普通」の生活には戻れないのでは?

・周囲の子どもたちからいじめられないか

・祖父母から特別支援学級は理解されない…

◼保護者がイメージする学校は、自身の「経験」に基づくものが
大きい。学校は保護者の子どもの頃から変わっていないか?

◼決められた期限までに、限られた選択肢の中から判断をせまら
れている状況にある。

→「社会モデル」の視点による就学の判断 7

• 2003年度に北海道内すべての児童相談所(札幌市児童相談所及び道
内8児童相談所)において虐待相談として受理したもののうち、当
該児童の年齢が5歳、10歳、14歳、15歳のもの129例中119例を対
象として分析。

①多くの家族が経済的問題を経験。

②社会的な孤立度が高い。

③多くの家族が、離婚等家族関係の変動を経験。

④夫婦間の暴力

⑤子どもに障害が見られる家族が多い。

⑥多くの子どもが学校における困難に直面。

⑦養育者の障害、メンタルヘルスの課題。

松本伊智朗 子どもの虐待問題と被虐待児童の自立過程における複
合的困難の構造と社会的支援のあり方に関する実証的研究(2009.3)
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参加者の皆さんに伺います

◼仕事、家庭生活、地域生活…

「相談にのって」「助けて」と言えますか？

1. 言える 言えない

2. 誰にならば… 言える 言えない

3. 言いやすい内容・状況

言いにくい内容・状況
9

「助けて」「相談にのって」を育むために①

◼援助要請行動がもたらす「有効性」への気づきを促す。

•「ＳＯＳを出して良かった…」と思える援助の実施。

―親の思いが十分に受け止められる。

―適切なタイミング。

•援助を受けることができたことによって、次の援助要
請行動「助けて」「相談にのって」は強化され

る。反対に…
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「助けて」「相談にのって」を育むために②

◼日常的な信頼関係を形成する。

•援助要請行動は、援助してくれる人がどういう人であ
るかによって

促進／抑制される。

―日常生活の中で支援者の言動を「見ている」。

•普段のコミュニケーションが豊かで、関係が円滑であ
ることが、援助要請行動を促進する。
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「助けて」「相談にのって」を育むために③

◼共感的自己肯定感（高垣忠一郎、2004）を育む。

•共感的自己肯定感とは、「自分のダメなところや弱い
ところ、悪いところを含めて自分が存在していること
はいいことなのだ。許されているのだと、自分をまる
ごと肯定する」

―自分は自分であって大丈夫

•援助者の「自己開示」が必要。
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子育てへのメッセージ

•子育ての方法は一つかもしれないし、複数かもしれない。いや、
もしかしたらこれが正しいという方法はないかもしれない。

•子育ての方法は、一人で探すこともあれば、みんなで探し、考
えてみつけることもある。

•子育ては、間違ったり、立ち止まったり、行きつ戻りつする中で
深まっていく。

•子育ては、それ自体に「意味」を感じるから取り組めるし頑張
れる。

•子育ては、他の人との競争よりは、共同を通して深まる。
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参考文献

・本田他、援助要請と被援助志向性の心理学、金子書房、2017年。
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ご清聴ありがとうございました。

戸田竜也
toda.tatsuya@k.hokkyodai.ac.jp
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；事例 小学5年生のサヤさんは，担任が普段からその行動を気にしています。：
：教室でのふるまいやコミュニケー ションのとり方が他の子どもたちとは違うため．：
：発達障害の可能性があるのではないかと考えています。
． しかし，サヤさんが通っていた幼稚園からは特に引き継ぎはなく，就学時健診：
：でも問題となる所見はありませんでした。他の先生に相談すると，「確かに気に：
：なる」という先生と，「心配のしすぎだよ」という先生とさまざまです。 ： 

． ： 担任は家庭訪問の際保護者に「こ家庭で何か心配なことはありませんか？」 ： 
：とたすねましTこが，保護者も特別な心配はしていないようです。
．． ． ．． ．． ． ♦ ． ． ． ． ．． ．． ．............... .... .. ... . ...... .... .. 

もいな対応ー／
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璽 カンファレンスを実施して総合的にアセスメントしましょう。

！ 

＂ 教師は「発達障害の疑い」をもちやすい

教師がかかわっている子どもに対して「発達節害があるのではないか」と
考えるときがあります。発達障害への理解が広がってきている影郡もありま
すが，教師は発達障害が疑ゎれる子どもに気づきやすい環境にあります。

それは， 日常的に複数の子どもたちとかかわる中で，子ども同士を比較す
ることができるからです。ある子どもがクラスの集団から離れ．特徴的な行
動をすればすぐにそれが目に入ります。また，過去に発達障害の診断を受け
た子どもとかかわった経験がある場合には，似たような行動をとる子どもに
対して「発達障害があるのではないか」と考えることでしょう。

教師が1人の子どもに対して発達障害の疑いをもったとき，保設者も同様
に気づいているとは限りません。保護者には比較する子どもがいない場合
も多く ， 日常的にかかわるのは朝・タの短時間に限られます。また ， 家庭は
比較的ゆったりとした時間の枠組みで生活が営まれ，コミュニケーションも
少人数で行われるため，「学校で起こるような問題」が顕在化しないことも

30 

多いのです。実は，教師と保護者は「見ているものが違う」といえます。

因総合的なアセスメントの実施

発達障害の疑いをもったときまず必要になるのは子どものアセスメント
です。アセスメントというと「心理検査」をイメー ジするかもしれませんが，
それに限定されるものではありません。教師が子どもとのかかわりの中で感
じた，子どもの「気になること」を整理します。さらに気になることが顕
在化しやすい時間・場所・科目等をできるだけ具体的に上げて共通すること
を探る等，多くの情報を集めて分析します。

教師によるアセスメントは，多くは子どもとかかわりながら観察する参与
観察です。このメリットは，教師の仮説によってはたらきかけの手段を変え，
子どもの反応を見ることによって子ども理解を深められることです。

情報を集めた後複数の教師によるカンファレンスを行うことが必要です。
人間には必ずバイアス（偏見）があります。特定の子どもが「気になる」と，
その子のいろいろなところが気になってしまい，反対に健康的な部分やがん
ばっている部分が見えづらくなってしまいます。他の教師の視点は ，

バイア
スを修正し ， 担任が気づかなかった子どもの違った姿を提供してくれます。
複数の目で見た子どもの姿を重ね合わせ ， 子ども理解を深めます。

GUャ1'霰房Il 冨と9

アセスメントで大切な観点の1つに「学校生活の何に困っているのか」の
把握があります。教師が保護者に説明するときに．本人が学校生活を送る上
で「00に困っているようだ」と本人の立場に立って説明することが比較的
保護者には受け入れられやすいようです。また具体的な支援に結びつく有効
な情報になります。

m 学びを深める文献
小西行郎「発達障害の子どもを理解する」集英社新害．2011年

第2迂 支援の具体が丸わかり！「特別な教育的ニーズ」をもつ子どもの対応事例 31 

戸田著、「特別な教育的ニーズ」をもつ子どもの支援ガイド、明治図書出版、2015年 参考資料2
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